
令和8年 4月 15日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

利用者からの意見・評価

日頃、交流のない他事業所の方や同じような悩みを抱えている人達と交流する事が出来、とても有意義な内容でした。今後も
同様に積極的に参加し、就労への心構えを行っていきたいと思っています。

住 所 佐賀市駅前中央1丁目9-38 佐賀新聞佐賀駅前ビル5階 管理者名 西田 関康

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0952-27-7722 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要:当事業所が主催し佐賀県内に
ある障害福祉サービス事業所が一堂
に集まった各事業所担当者による合同説明会を実施。
・事業所内の利用者・就労者数名による成果発表
・企業コンサルによる特別講演 つながりが解く障害のパズルの同時開催。

活動場所:佐賀市交流センター エスプラッツホール

実施日程:2025年9月20日

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい:成果発表を行う事で自身の振り返りを行うことができる。他の事業所の業務内
        容の確認を行いながら、夫々の交流の場を設ける。

利用者にとってのメリット:PC業務以外の作業を実際に見学、説明を受けることで当事業所での就労に向けた取り組みをより
 理解していただく事が出来る。

＜準備＞
他の福祉事業所への訪問を実施しチラシ配布及び出展依頼を実施。
行政・各メディアへの後援協力を実施した。
その際、地元テレビ局は時間的に難しく、県庁は提出資料が間に合わなかった為
断念する形となった。
昨年は平日開催だったが、今回は土曜日の開催で実施。
会場はある程度のスペースで椅子や机が準備可能な場所を選択。
当事業所が主催として開催。前年の出展企業の協力もあり開催まではスムーズに行うことが出来た

連携先企業（担当者） 一般社団法人 佐賀県社会福祉就労支援協会 ライフデザイン 井﨑大次郎

連携した結果に対する意見または評価:企業からは福祉サービスの違いが理解できた。実際の利用者の作業内容がわかる成果発表は良い試みだった。
動画制作・名刺制作・ポスター制作・チラシ制作・清掃業務・清掃業務を行っていますが、他の事業所の仕事内容やスキルがわかる良い機会でもあり

                 交流のきっかけとなったのは大変良かった。
今後の連携強化に向けた課題:今年で2回目の開催となるが、今後も継続していただいたきたいです。

                 これからも告知・集客等出来る限り協力しますのでよろしくお願いします。
就職後の利用者による体験談を共有する場を設け、生の情報に触れる機会を継続しています。

        ＜成果＞
        実施した結果:出展事業所約25社からは高評価をいただき今後の連携に繋がった。

又、日々のコミュニケーション不足を補い、それぞれの成果発表を通じて改善したり、他者の意見も参考にコ
        ミュニケーションを学ぶことができた。

        得られた成果:来場された企業・関係機関に対して福祉事業所の理解を得ることが出来た。
課題点:実施した曜日を土曜日開催としたため、出展事業所の集客に手間取った
土曜日の実施に関して、今回は当事者の保護者や学校関係者の集客増を期待していたが、予想よりは少なかっ
た。
出展事業所も土曜日は休みや他のイベントと重なってしまったとの理由から、辞退する事業所もあった。
次回の開催時には開催日時、曜日等を再考し実施していく。
会場の都合で物品販売ができなかったことも改善の必要はあると考えられます。成果発表そのものは好評だった
ため、同様の企画は継続していく予定です。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 サンクスラボ・佐賀オフィス 事業所番号 4110103118

様式２


